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2016年4月14日 

■見通しが発表された4月12日は原油の大幅高を

受け、株高、円全面安のリスクオン（選好）相場と

なりました。そのため今回のIMF予測が相場に与え

たマイナスの影響は限定的であったと考えられます。 

■国際通貨基金（IMF）は4月12日、最新の世界

経済見通しを発表しました。2016年の成長率は

世界全体で前年比＋3.2％と、前回1月時点の予

測から0.2ポイント下方修正されました。 

■2017年は0.1ポイント下方修正の同＋3.5％とな

り、世界経済の回復ペースは緩慢で、脆弱さが続く

リスクが高まっているとの認識が示されました。 

今年の経済成長率は3.2％ 
前回から0.2ポイント下方修正 

■来年の成長率について、先進国・地域は今年の前

年比＋1.9％から＋2.0％へ、同じく新興国・地域

は同＋4.1％から＋4.6％へ、それぞれ緩やかに改

善する見通しです。ただIMFは成長支援に構造、

財政、金融の政策アプローチが必要としています。 

■なお日本の成長率は2017年がマイナス0.1％と、

主要国で唯一マイナス成長に陥る見通しです。ただ

これは消費増税という特殊要因の影響を踏まえた

予測値です。 

来年は緩やかに回復へ 

ただし日本はマイナス成長に 

世界経済見通しの下方修正による相場への影響は限定的 

■IMFのラガルド専務理事が4月5日に世界の景気

回復に対するリスクが増していると発言していたことも

あり、金融市場では今回の下方修正は概ね事前に

予想されていたと思われます。 

IMFの世界経済見通し（2016年4月） 

下方修正の相場への影響は限定的 

（注1） 上記のASEANはタイ、インドネシア、マレーシア、フィリピン、
ベトナムの5カ国。 

（注2） インドは年度。 
（注3） 修正幅は2016年1月の見通しからの変化幅。 
（注4） 原油価格の変化率はブレント、ドバイ、WTIの平均価格の

前年比。 
（出所） IMFの発表を基に三井住友アセットマネジメント作成  

IMFの世界経済見通し（2016年4月） 

成長率 修正幅 成長率 修正幅

世界全体 3.2 ▲ 0.2 3.5 ▲ 0.1

　先進国・地域 1.9 ▲ 0.2 2.0 ▲ 0.1

　　日本 0.5 ▲ 0.5 ▲ 0.1 ▲ 0.4

　　米国 2.4 ▲ 0.2 2.5 ▲ 0.1

　　ユーロ圏 1.5 ▲ 0.2 1.6 ▲ 0.1

　　ドイツ 1.5 ▲ 0.2 1.6 ▲ 0.1

　新興国・地域 4.1 ▲ 0.2 4.6 ▲ 0.1

　　中国 6.5 0.2 6.2 0.2

　　ASEAN 4.8 0.0 5.1 0.0

　　インド 7.5 0.0 7.5 0.0

　　ブラジル ▲ 3.8 ▲ 0.3 0.0 0.0

　　ロシア ▲ 1.8 ▲ 0.8 0.8 ▲ 0.2

原油価格の変化率 ▲ 31.6 17.9

2016年 2017年
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